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第
二
十
六
回
通
常
総
代
会
に
当
た
り
、
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
農
繁
期
の
未
だ
終

わ
ら
な
い
こ
の
時
期
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ご
出

席
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
関
係
で
、
総
代
会
は
で
き
る
だ
け
書

面
議
決
で
お
願
い
を
し
、
小
人
数
で
開
催
し

て
感
染
防
止
に
努
め
る
よ
う
に
と
、
県
や
上

部
団
体
か
ら
の
強
い
指
導
も
あ
っ
て
、
ご
来

賓
の
方
々
に
も
、
招
待
を
遠
慮
し
て
頂
い
て

の
総
代
会
と
な
り
ま
し
て
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
幾
多
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
ず
、
三
十
年
間
続
い
た
「
平
成
」
の
年

号
が
、
天
皇
陛
下
が
生
存
中
に
「
令
和
」
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
が
生
存
中
に
年
号
が
変
わ
る
の

は
、
非
常
に
稀
な
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
上
で
も
二
例
程
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
毎
年
の
よ
う
に
大
型
化
し
て
い
く

台
風
や
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
、
土
砂
崩
れ
や

洪
水
の
災
害
で
、
家
屋
や
田
畑
な
ど
の
被
害

の
ほ
か
、
尊
い
人
命
ま
で
も
が
犠
牲
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

も
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
昨
年
度
「
森

林
経
営
管
理
法
」
と
言
う
法
律
が
新
た
に
制

定
さ
れ
施
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
荒
れ
果
て
た
森
林

を
整
備
し
、
自
然
災
害
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
循
環
型
林
業
を
確
立
す
る
た
め
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
山
の
整
備
を
、
一
番
身
近
な
全
国

一
七
〇
〇
の
市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て
進
め

な
さ
い
。

　

と
言
う
国
か
ら
の
命
令
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
「
森
林
環
境
税
」
と
言
う

特
別
会
計
を
設
け
、
初
年
度
総
額
二
〇
〇
億

円
を
市
町
村
に
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
環
境
税
は
、
当
初
三
か
年
間
は

二
〇
〇
億
円
で
し
た
が
、
改
正
さ
れ
、
令

和
二
年
度
の
今
年
度
か
ら
は
、
倍
額
の

四
〇
〇
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
能
代
山
本
で
は
、
能
代
市

約
四
〇
〇
〇
万
円
・
藤
里
町
約
一
一
〇
〇
万

円
・
八
峰
町
一
四
〇
〇
万
円
・
三
種
町

一
六
〇
〇
万
円
が
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
の
使
い
道
は
、
民
有
林
の
う

ち
の
私
有
林
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
在
、
各
市
町
の
「
農
林

課
」
な
ど
で
事
務
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長

金　

野　

忠　

德

あいさつをする金野組合長

　第26回通常総代会は、５月27日、キャッスルホテ
ル能代にて開催致しました。
　新型コロナウイルス感染予防対策のため、書面によ
る議決権行使をお願いし、実出席者少数での実施とい
う、通常とは異なる形での開催となりましたが、常盤
地区の鈴木一真氏を議長とし、全議案原案通り可決承
認されました。

通 常 総 代 会第26回
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ろ
で
す
。

　

自
分
所
有
の
森
林
を
自
分
で
「
維
持
管

理
」
で
き
な
い
所
有
者
は
、
所
有
権
は
そ
の

ま
ま
に
、
市
町
村
と
「
委
託
契
約
」
を
し
て

管
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
令
和
元
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
ぼ
計
画
通
り
で
、
事
業
全
体
の
取
扱
高

で
八
億
六
千
万
、三
千
一
七
〇
万
円
の
税
引

前
当
期
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
一
％
の
出
資
配
当
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
に
令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

で
す
が
、
前
年
度
を
参
考
に
計
画
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
丸
太
を

納
め
て
い
る
川
下
の
製
材
会
社
や
合
板
工
場

議
案
第
１
号

令
和
元
年
度
業
務
報
告
書
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

令
和
２
年
度
事
業
計
画
書
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
３
号

令
和
２
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

令
和
２
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

議
案
第
５
号

令
和
２
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

令
和
２
年
度
債
務
保
証
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
に
つ

い
て 提

出
議
案

提
出
議
案

が
、
減
産
体
制
に
入
っ
て
い
る
関
係
で
、
丸

太
の
需
要
が
相
当
落
ち
込
む
と
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

ど
の
程
度
の
落
ち
込
み
に
な
る
か
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
見
通
し
が
つ
か
な
い
訳
で
す

が
、
製
材
会
社
や
丸
太
を
輸
出
し
て
い
る
中

国
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
を
し
て
参

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
不
安
定
な
要
素
を
抱
え
て

の
新
年
度
と
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
団
体
や

組
合
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
役
職
員
一
同
、

皆
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
、

私
の
挨
拶
を
終
わ
り
ま
す
。

議
案
第
８
号

出
資
配
当
金
の
増
資
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

退
任
役
員
に
対
す
る
慰
労
金
の
支

給
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

定
款
附
属
書　

役
員
選
挙
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
11
号

定
款
附
属
書　

総
代
選
挙
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

附
帯
決
議
事
項

１
．
決
議
事
項
中
、
行
政
庁
の
認

可
承
認
等
を
必
要
と
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
総
代
会
決
議
の
内

容
を
変
え
な
い
字
句
等
の
変
更

は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

２
．
年
度
途
中
で
事
業
計
画
の
一

部
に
つ
い
て
軽
微
な
変
更
を
要

す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
理
事

会
で
計
画
の
変
更
が
で
き
る
こ

と
を
承
認
す
る
。

議長　常盤地区　鈴木一真氏
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昨
年
末
に
発
生
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
い
ま
だ
終
息
の
兆
し
が
見

え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
世
界
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
、
わ
が
国
経
済
も
ま
た
、
先
行
き
の
見
え

な
い
状
況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
田
県
内
に
お
い
て
も
、
徐
々
に
徐
々
に

感
染
が
拡
大
し
、
企
業
経
営
環
境
も
よ
り
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、
景
気
の
先

行
き
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
五
月
に
「
令
和
」

へ
と
元
号
が
改
ま
り
、
一
つ
の
時
代
の
転
換

期
を
迎
え
ま
し
た
。
林
業
分
野
に
お
い
て

も
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
が
始
ま
り
、

新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
系
統
運
動　

J Forest

「
森

林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
」
〜
次
代

へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
〜　

の
最
終

年
度
と
し
て

⑴ 　

組
合
員
の
買
取
林
産
へ
の
対
応
及
び

主
伐
後
の
再
造
林
の
推
進

⑵　

組
合
員
の
補
助
事
業
の
実
施
強
化

⑶ 　

組
合
員
の
新
植
・
再
造
林
事
業
へ
の

補
助
実
施
強
化

⑷　

管
内
森
林
情
報
の
精
緻
化

以
上
四
点
を
今
年
度
の
重
点
項
目
と
し
て
事

業
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

又
、
今
年
度
の
公
的
機
関
の
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
森
林
管
理
署
、
秋
田
県
・
管
内

各
市
町
の
ほ
か
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
及

び
秋
田
県
林
業
公
社
か
ら
の
森
林
整
備
事
業

及
び
木
材
の
買
取
等
の
入
札
に
参
加
し
、
地

域
の
負
託
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
林
業
情
勢
も
他
産
業
同
様
、
一
層
厳

し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し
い

時
こ
そ
「
組
合
員
の
た
め
の
森
林
組
合
で
あ

る
」
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
国
・
県
・
市
町

等
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
も
特
段
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
研
修
会
、
地
区
座
談
会
を
通
じ
、

組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
的
確

に
対
応
致
し
ま
す
。

　

広
報
誌
及
び
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｈ

Ｐ
を
活
用
し
、
有
益
な
森
林
情
報
を
提
供
し

て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
、「
造
林
（
植
栽
）

促
進
助
成
費
」
を
継
続
強
化
し
、
組
合
員
負

担
ゼ
ロ
で
の
植
栽
事
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
新
た
に
二
台
の
高
性
能
林
業
機

械
を
導
入
し
、
組
合
所
有
の
高
性
能
林
業
機

械
は
六
台
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
林
産
班

（
伐
採
班
）
二
班
体
制
で
の
素
材
生
産
の
実

施
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

素
材
生
産
体
制
の
強
化
に
伴
い
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
立
木

買
取
依
頼
に
応
え
る
と
共
に
、
森
林
づ
く
り

課
と
連
携
し
、
主
伐
後
の
再
造
林
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

取
扱
量
の
減
少
及
び
施
設
の
老
朽
化
に
よ

り
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
状
況

令
和
２
年
度　

事
業
計
画

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
春
季
と
秋
季

の
季
節
限
定
操
業
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
部
門
で
は
、「
秋
田
県
再
造
林

定
着
促
進
事
業
」、「
造
林
（
植
栽
）
促
進
助

成
費
」
を
活
用
し
、
所
有
者
負
担
ゼ
ロ
で
の

植
栽
を
目
標
に
掲
げ
、
組
合
員
に
対
し
再
造

林
に
つ
い
て
積
極
的
に
働
き
か
け
、
健
全
な

森
林
を
造
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

又
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林
経

営
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
十
七
名
の
認
定

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
知
識
や
経
験
を
活

か
し
、「
境
界
の
明
確
化
事
業
」
等
の
市
町

が
行
う
事
業
に
対
し
、
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
と
で
、
森
林
情
報
の
精
緻
化
及
び
地
域
森

林
の
適
切
な
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

指
導
部
門

森
林
整
備
部
門

販
売
部
門

加
工
部
門
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平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：千円）

（単位：千円）

※　次期繰越剰余金中、教育情報資金は、1,700千円である。

令和２年４月１日から令和３年３月31日まで （単位：千円）

（単位：人、口、千円）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。

平成31（令和元）年度　損益計算書 令和２年度　損 益 計 画

組合員数及び出資金（R2.3.31現在）

科　　目 内　　訳 小　計 合　計
Ⅰ当期未処分剰余金 当期剰余金 17,730

繰越剰余金 5,674
計 23,404

Ⅱ剰余金処分額 17,130
1 法定準備金 当期剰余金の5分の1以上 15,000
2 任意積立金
3 出資配当金 出資額の1％ 2,130
4 事業分量配当金

Ⅲ次期繰越剰余金 6,274

資格区分 組合員数 出資口数 出資金額

正 組 合 員 4,329 213,781 213,781

准 組 合 員 13 362 362

合　　計 4,342 214,143 214,143

口人 千円

平成31年度　剰余金処分案

平成31（令和元）年度

令 和 ２ 年 度
損 益 計 算 書
損　益　計　画

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 860,401
2 事 業 総 費 用 718,232
事 業 総 利 益 142,169

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 82,298
2 旅 費 交 通 費 2,513
3 事 務 費 843
4 業 務 費 2,940
5 諸 税 負 担 金 5,297
6 施 設 費 19,280
7 雑 費 1,373

事 業 管 理 費 計 114,544
事 業 利 益 27,625

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 4,500
2 事 業 外 費 用 498
事 業 外 損 益 4,002
経 常 利 益 31,627

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 28,528
2 特 別 損 失 28,425
特 別 損 益 103

税 引 前 当 期 利 益 31,730
法人税、住民税及び事業税額 ▲14,000
当 期 剰 余 金 17,730
前 期 繰 越 剰 余 金 5,674
当期未処分剰余金 23,404

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 776,873
2 事 業 総 費 用 635,447
事 業 総 利 益 141,426

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 91,163
2 旅 費 交 通 費 3,288
3 事 務 費 2,221
4 業 務 費 4,221
5 諸 税 負 担 金 5,050
6 施 設 費 24,023
7 雑 費 1,751

事 業 管 理 費 計 131,717
事 業 利 益 9,709

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 2,524
2 事 業 外 費 用 727
事 業 外 損 益 1,797
経 常 利 益 11,506

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 0
2 特 別 損 失 0
特 別 損 益 0

税 引 前 当 期 利 益 11,506
法人税、住民税及び事業税額 ▲　3,900
当 期 剰 余 金 7,606
前 期 繰 越 剰 余 金 6,274
当期未処分剰余金 13,880
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■木材センター　　■合板工場　　■輸出　　■火力混焼用チップ
■バイオ発電用チップ　　■広葉樹チップ

木材センター
11,913㎥

34％

合板工場
10,191㎥　29％

合板工場
10,191㎥　29％

輸出
9,307㎥
26％

輸出
9,307㎥
26％

火力混焼用チップ
2,170㎥　6％

火力混焼用チップ
2,170㎥　6％

バイオ発電用チップ　550㎥　2％ 広葉樹チップ　1,183㎥　3％

合計
35,314㎥

令和元年度  素材の出荷先別割合（林業公社含まず）

秋田さきがけ新報  令和２年６月13日朝刊に掲載

白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

数量

４月 １月 ２月 ３月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

649

1,504

316

890

316
177

444

1,666

1212

249

2,196

890

令和元年度  能代港への輸出用原木出荷実績
新型コロナウイルス対策関連記事に
当組合の内容が掲載されました。

直近開催の木材共販結果
（第367回、入札日：令和２年７月１日）

★出 品 材 積：1,401㎥ ★売払材積：932㎥

★販 売 金 額：7,689千円 ★平均価格：8,243円／㎥

★共販参加者：７社 ★販 売 者：７社

★販　売　率：66％

〈共販概況〉
１．価格状況： 全体の平均販売単価は8,243円であった。主

要４規格の単価は３月の入札以降引き合いが
弱く下落の状態がつづいている。

２．需要状況： 世界的な感染症の影響により、製材品の動き
が鈍く、各製材所とも原木の仕入れを制限し
ている状態。

３．入札状況： 入札に付した31物件に７社が応札し、「落札」
が25件、「不落」が０件、「無応札」が６件で
あった。１物件当たりの平均応札枚数は1.13
枚であった。

径級別単価の詳細 （単位：円）

径級範囲
（㎝）

１㎥単価 石単価

安　値 高　値 平　均 前月比 平　均

10～14 5,335 5,421 5,397 ↓ 1,499

16～22 7,901 8,514 7,952 ↓ 2,209

24～28 9,220 11,151 10,497 ↓ 2,916

30～34 ― 9,400 9,400 ↑ 2,611

36～44 ― ― ―

46～ ― ― ―
素材規格径級範囲（㎝）： 24～2816～22 30～3410～14 平均単価

単位：円/㎥

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月
5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

12,911 12,833
12,483

13,437 13,608 13,808

13,033

11,904

10,916 10,967 11,160
10,49710,565

10,839
11,160 11,000 11,104

11,462

8,628 8,535

10,586
10,919

8,535

10,586

9,699

7,9528,127
7,495 7,443

7,096

7,952
8,520

7,259 7,094
7,560

6,233
5,800

5,397

10,552
10,084 10,336

10,762 10,919

11,133

10,251

11,062
9,540 9,400

8,462

木材流通センター主要規格材の平均販売単価推移
（昨年８月から本年７月まで）
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Ｑ
（
環
境
税
に
関
連
し
て
）町
で
は
、地
番

等
が
不
明
な
場
合
、教
え
て
く
れ
る
の
か
？

Ｑ
市
で
は
、
森
林
環
境
税
を
ど
の
よ
う
に

使
う
つ
も
り
か
？

Ａ
ま
ず
は
、
意
向
調
査
を
行
う
準
備
段
階

と
し
て
、
林
地
台
帳
・
森
林
簿
等
の
情
報
修

正
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。（
市
回
答
）

Ｑ
今
後
ど
の
よ
う
に
山
を
管
理
し
て
い
け

ば
利
益
を
上
げ
る
事
が
出
来
る
の
か
調
査
し

て
欲
し
い
。

Ａ
組
合
員
で
あ
れ
ば
、
無
料
で
施
業
プ
ラ

ン
書
を
作
成
致
し
ま
す
の
で
、
そ
の
上
で
事

業
実
施
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
林
産
班
の
役
割
は
？

Ａ
四
名
で
、
伐
倒
一
名
、
機
械
オ
ペ
三
名

（
ザ
ウ
ル
ス
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
）

体
制
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
以
前
、
組
合
員
研
修
会
で
、
高
性
能
林

業
機
械
の
現
地
研
修
が
あ
っ
た
が
、
又
、
実

施
し
て
欲
し
い
。

Ａ
要
望
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
、
企
画
検

討
致
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
地
区
座
談
会
を
、
令
和
二
年

二
月
十
四
日
か
ら
二
十
一
日
迄
に
、
三
種
地
区

を
皮
切
り
に
全
五
地
区
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
全
会
場
に
秋
田
県
森
づ
く
り
推
進
課

及
び
各
市
町
林
務
担
当
職
員
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
森
林
環
境
税
等
の
行
政
に
関
連
す
る

質
疑
に
つ
い
て
、
ご
回
答
を
い
た
だ
き
、
組
合

と
し
て
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要

望
は
、
今
後
の
組
合
運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま

す
。

Ｑ
販
売
部
門
の
決
算
見
込
額
（
四
億

九
千
万
）
の
内
、
組
合
員
の
搬
出
間
伐
に
よ

る
取
扱
高
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
？

Ａ
二
億
五
、六
〇
〇
万
と
半
分
以
上
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
立
木
の
買
取
は
し
て
い
る
？

Ａ
買
取
し
ま
す
。
森
林
活
用
課
で
担
当
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

Ａ
筆
界
未
定
地
や
琴
丘
地
区
の
入
会
地
な

ど
の
場
所
を
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
お
お
よ
そ
の
位
置
は
、
航
空
写
真
・
地

籍
調
査
図
等
を
合
わ
せ
た
図
面
を
お
見
せ
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。（
町
回
答
）

Ｑ
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
、
幹
が
太
く
な
る
ほ

ど
、
か
か
り
や
す
い
の
か
？

Ａ
そ
の
通
り
で
、
林
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど

被
害
を
受
け
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
出

来
る
だ
け
伐
採
・
利
用
し
、
若
返
り
を
図
る

こ
と
が
被
害
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。（
県
回

答
）

ご
自
分
の
森
林
で
不
明
な
点
や
、
山
の

事
で
知
り
た
い
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
連
絡
下
さ
い
。

三
種
地
区

三
種
支
所組

合
員
出
席
数
17
名

2月14日（金）

藤
里
地
区

藤
里
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

組
合
員
出
席
数
21
名

2月17日（月）

二
ツ
井
地
区

二
ツ
井
公
民
館

組
合
員
出
席
数
16
名

2月18日（火）

八
峰
地
区

八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

組
合
員
出
席
数
25
名

2月21日（金）

能
代
地
区

能
代
工
業
団
地
交
流
会
館

組
合
員
出
席
数
18
名

2月20日（木）

地区座談会【
主
な
質
疑
事
項
】
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第54回

　

林
業
に

就
い
て

三
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し

た
が
、
や

る
事
全
て
が
初
め
て
で
毎
日
が
勉

強
で
す
。
指
導
員
や
先
輩
方
の
技

術
に
は
日
々
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
不
足
で
は
あ
り

ま
す
が
、
仕
事
の
内
容
も
少
し
ず

つ
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
林
業
機
械
』
へ
の
興

味
も
あ
る
の
で
、
知
識
を
学
び
、

実
践
し
少
し
で
も
早
く
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

諸沢　大輔
（能代市）

　

前
職
も

林
業
を

や
っ
て
き

ま
し
た

が
、
今
ま

で
あ
ま
り
や
っ
た
事
の
な
い
仕
事

を
現
在
や
っ
て
い
て
、
毎
日
が
勉

強
に
な
り
、
先
輩
た
ち
に
は
い
つ

も
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
っ
て
ま

す
。
ベ
テ
ラ
ン
先
輩
た
ち
の
技
、

技
術
に
は
驚
か
さ
れ
る
毎
日
で

す
。
そ
の
技
、
技
術
を
目
で
盗
み
、

現
場
で
も
実
践
し
、
一
日
で
も
早

く
先
輩
た
ち
に
追
い
付
け
る
様
、

そ
し
て
先
輩
た
ち
に
早
く
認
め
て

も
ら
え
る
様
、
毎
日
を
大
事
に
頑

張
り
た
い
で
す
。

新採用

技
能
職
員
の
紹
介

技
能
職
員
の
紹
介

理
事（
藤
里
町
）　　

故　

川
　
村
　
吉
　
克 

様

謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

秋田県林業経営コンクール
▼
林
業
経
営
の
部

優
秀
賞（
秋
田
県
知
事
賞
）

久
喜
沢
生
産
森
林
組
合（
能
代
市
）

※ 
能
代
山
本
管
内
は
平
成
十
七
年
以
来

の
受
賞

自治会役員  工藤 巌氏

▼
森
林
整
備
推
進
功
労
の
部

辻
不
動
産
株
式
会
社

（
秋
田
市
〜
三
種
町
森
林
整
備
）

秋
田
県
知
事
感
謝
状常務取締役  大丸文男氏

訃報

▲

フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ

（
八
峰
町
水
沢
地
内
）▲

フ
ォ
ワ
ー
ダ

（
能
代
市
桧
山
地
内
）

　総代会において、全組合員に対し出資金の１％
の配当について承認をいただきました。これも偏
に組合員の皆様のお陰と心より感謝申し上げます。
　「出資配当及び出資金証明書」は大切に保管して
ください。

四期連続の出資配当

ホームページにも各種届出について掲載
されております。
「白神森林組合」と検索してください！

☎0185－54－9300

『組合員』のお名前、住所など
変更についてご連絡お待ちしております。

菊池　智人
（能代市二ツ井町）

高性能林業機械 稼 働 中
令和元年度導入
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